
女子柔道高校選手権。美人選手が生

中継でおっぱいポロリ

「さー、女子柔道高校選手権大会、48 キロ級

決勝がまもなく開始されます」

テレビのアナウンサーがよく通る声で話し出す。

「さー、この時間は生中継で女子の決勝の試

合をお届けしてまいります。

解説は、元オリンピックの男子 66 キロ級金メ

ダリストの加野さんです。加野さんよろしくお

願いします」

「はい、よろしくお願いします」

「さー、決勝に臨む 2 人の女子選手が入場し

てきました。まずは、C 県立 Y 高校の、田津田

秋穂選手です。

対戦相手は、H 県の S 学院高校の宇部太鳳

選手です。

さー、解説の加野さん。決勝戦ですが、順当と

言いますか、前評判通りの 2 人が勝ち上がっ

てきましたねー」

「そうですねー。この 2 人の選手は、柔道ファ

ンだけではなく、それほど柔道のことを詳しく

ない方でも知っているくらいの選手になりつ

つありますから、とても楽しみな決勝戦になる

と思います」

田津田秋穂は、ショートヘアーの面長美人だ。

美人だけれど、どこか親しみやすさも備えてい

る。

美女女子柔道選手として、メディアに多数取り



上げられている。

対戦相手の、宇部太鳳は柔道家っぽい、がっ

ちりとした見た目だけれど、こちらもかなりか

わいい。

目鼻立ちが整っており、スポーティーな主人公

感がある美人だ。

宇部太鳳は兄も柔道の選手として活躍してい

る。

兄もイケメンで、華のある美形柔道兄妹として、

メディアに多数取り上げられていた。

共に有名な美人女子柔道選手である、田津田

秋穂と宇部太鳳による、高校選手権女子 48

キロ級決勝は、大きな注目を集めていた。

生中継されているテレビ中継の視聴率も、か

なりの高視聴率が期待されるものだった。

「さー、加野さん。この試合のポイントはどこで

しょうか？」

「そうですねー、宇部太鳳選手は以前は1つ上

の級で出場していました。それが今回は、1 つ

下の級の 48 キロ級での出場となりました。宇

部太鳳選手が、田津田秋穂選手との対戦を望

んだからのようですが、実際にそれが実現し

たというわけです。

宇部太鳳選手は体重的にはギリギリだったよ

うで、この 48 キロ級に出場している選手の中

では、最重量の選手だと言っていいと思いま

す。

この決勝も、体格の上では宇部太鳳選手が勝

っていると思いますが、そこを田津田秋穂選



手がどう崩せるかがポイントになってくると思

います」

「加野さん、ありがとうございます。さー、それ

ではいよいよ試合の開始です。両選手が畳の

上に上がり、今、試合開始前の握手をしまし

た」

「はじめっ」

「さー、審判が合図をして、試合が始まりました

ー」

序盤は田津田秋穂が積極的に仕掛けていた。

しかし、次第に体格に勝る宇部太鳳が押し返

していく。

「さー、白熱してまいりました。宇部太鳳選手

が体重を落としてまでして、対戦を望んだこの

一戦。宇部太鳳選手がここまでは少し優勢で

しょうか。

あっと、宇部選手、田津田選手を押し倒しまし

たー。そのまま寝技に入ります」

宇部太鳳が田津田秋穂を倒してそのまま寝技

に入った。

そのとき、ハプニングが起こった。

「あー、あーっと。これは、あー、いけません。少

し道着が、柔道着が開けてしまっています」

田津田秋穂の柔道着がどんどん開けていく。

宇部太鳳の執拗な押さえつけに抵抗するうち

に、上半身がほとんど開けてきて、黒のサポー

ターが丸見えの状態となっている。

「さー、なんとか、寝技に入るのを回避している

田津田秋穂選手です。さー、対する宇部太鳳



選手どうするかー」

宇部太鳳が田津田秋穂の道着をもう一度掴

みなおした。

しっかりと下の黒のサポーターもつかんで、再

度、寝技に入ろうとする。

「あーっっとー、これはいけない。いけません。

田津田秋穂選手の道着の下のサポーターも

引っ張られてしまっている。あー、ついに、胸

が見えてしまいました。しかし、宇部太鳳選手

はそのまま寝技に入ります」

宇部太鳳が手で押さえつけている中で、田津

田秋穂の柔道着と中に着ている黒のサポータ

ーまでもが少し下にズレてしまっている。

胸の下までズリさげられてしまい、田津田秋穂

の両方のおっぱいが飛び出してしまっていた。

「これは、うーん、しかし、きちんと放送しなくて

はいけません。これは柔道の試合です」

この試合は全国で生中継されている。

田津田秋穂の生おっぱいは、当然のことなが

ら無修正で全国に放送されてしまった。

カメラも、寝技に入っているところを撮影しな

いといけないので、映さないわけにもいかな

い。

どういう角度から撮っても田津田秋穂のおっ

ぱいを映さざるを得ない状況だった。

会場では、カメラのフラッシュが至る所から光

っていた。

「さー、このまま寝技に入れるか、いや、入った

か、解説の加野さん、いかがでしょう」

「そうですねー、いやー、これはいいおっぱい


